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課題第１２回

課題 12.1 xyz 座標空間に 3点 A(1, 0, 0), B(0, 1, 0), C(0, 0, 2)があるとする. この
とき, 以下の問いに答えなさい.

(1) ２つのベクトル −→
CA,

−−→
CB と直交するベクトルを求めなさい.

(2) 3点 A,B,C を通る平面の方程式を求めなさい.

(3) (2)の平面に関して点D(0, 0, 1)と対称な点を E とする. 点 E の座標を求め
なさい.

課題 12.2 平行四辺形ABCDにおいて、辺ABを 1 : 1に内分する点をE、辺BC

を 2 : 1に内分する点を F、辺 CDを 3 : 1に内分する点を Gとします。線分 CE

と線分 FGの交点を P とし、線分AP を延長した直線と辺BC の交点をQとする
とき、比 AP : PQを求めてください。

課題 12.3 行列

1 2 3

1 3 4

2 4 7

 の逆行列を求めて下さい。
課題 12.4 次の行列式を計算してください。

(1)

∣∣∣∣∣∣∣∣∣∣
1 7 2 4

1 5 2 4

3 0 1 0

2 1 5 −3

∣∣∣∣∣∣∣∣∣∣
(2)

∣∣∣∣∣∣∣
1 2 1

3 4 0

0 2 1

∣∣∣∣∣∣∣
課題 12.5 ２つの平行でない２次元ヴェクター v ,w はどちらも２つの２次対称行
列 P,Q両方の固有ヴェクターであるとします。この時 PQも対称行列である事を
証明して下さい。

課題 12.6 行列M =
1

6

(
5 −1

−2 4

)
で表現される一次変換を考えます。

点 P0(6, 0)をこの一次変換で移した点を P1 とし、更にこの点 P1 を同じ一次変
換で移した点を P2 とします：

−−→
OP1 = M

−−→
OP0 =

1

6

(
5 −1

−2 4

)(
6

0

)
−−→
OP2 = M

−−→
OP1 = M2−−→OP0.

同様に続ける事によって点列 {Pn}が得られ、点 Pn の位置ヴェクター −−→
OPn は

−−→
OPn = M

−−→
OPn−1 = · · · = Mn−−→OP0

となりますが、
(1) 行列M の固有値・固有ヴェクターを求めて下さい。
(2) 行列M を対角化し、Mn を求めて下さい。
(3) 点 Pn の座標を求めて下さい。

課題 12.7 次の行列の固有値と固有ヴェクターを求めてください。 4 −2 1

−2 1 2

1 2 4


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